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【職員体制・育成】
５職種会議を毎月開催し各自役割の進捗状況を確認し、全職種が参加する職員会議では、地域情報を共有しま
す。
また、地域ケア会議では内容によって担当者（リーダー）を変えるなど、職種を横断した課題解決に向けた体制づ
くりとともに個々のスキルアップを図ります。

【認知症支援事業】
イベント開催（「あったかハートin東戸塚」や認知症サポーター養成講座等）や協議体等のテーマとし、地域住民や
企業、サービス事業者や医療関係者等との連携を深め、支援体制づくりを進めます。

【権利擁護業務】
高齢者の権利を守るための「身近な相談窓口」として迅速かつ適切な対応を行うとともに、専門機関との協働を実
施します。また、近隣の地域ケアプラザとの協働事業『ものしり大学』で普及啓発講座を開催し、権利擁護の理解・
認識がさらに広がるよう取り組みます。

令和２年度 横浜市東戸塚地域ケアプラザＰＤＣＡシート公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
１．川上地区
（１）近年、新築マンションの建築が進み他都市からの転居世帯（若い世代）が増えています。地域の結束力は強く一人暮
らし高齢者等のたすけあい活動も行われています。
（２）地形的に坂道が多いため、バス路線から離れた地域の高齢者には移動のための交通手段が課題となっています。ま
た、公共施設が少なく、地域活動は小学校、コミュニティハウスや自治会町内会館を利用しています。
（３）地区社会福祉協議会（以下、地区社協）が組織として機能しています。情報の収集発信及び活動団体の取りまとめ役
を果たすなど、中間支援組織として一定の役割を担っています。
２．東戸塚地区
（１）高齢化が進んでおり、特に県営川上第一団地の高齢化率は45％を超え、その内半数以上は75歳以上の一人暮らし
世帯となっています。
（２）自治会町内会は組織されているものの、連合未加入のマンションもあり地区社協などの地域活動の推進が難しい地
域です。しかし、自治会町内会は、住民同士のつながりを深めようと「ごみ拾い」や「夏祭り」、地区連合として「体育大会」
や「凧揚げ大会」など様々な行事を開催しています。
３．東戸塚地区～駅周辺エリア
（１）1980年に東戸塚駅が開業し1990年代後半からマンションの建設含め駅前再開発が始まった新しいまちであり、自治
会町内会組織率や加入率が低く、地域のコミュニティづくりが課題となっています。
（２）高齢者住宅（マンション）の建設もあり、他都市からの転居者（一人暮らし高齢者）が増えています。
（３）一部の自治会では、助け合い活動などが行われているマンションもあります。
（４）企業・店舗が多く、地域とのネットワークを築くため「絆の会」や「東戸塚商店会」を組織しており、地域貢献に参加する
意識・土壌があります。
４．今後の方向性
川上地区は、“ちょボラ”グループが町内別にそれぞれ２グループあり、また地区社協主催による地域の活動団体が集う
「活動委員会」の開催など組織化された取組はあるものの、地域活動者（担い手）の高齢化等で人手不足が課題となって
います。若い世代（家族）の転入者が多いので、新たな人材が地域づくりに関われるような仕掛けを地区連合や地区社協
とともに進めていきたいと思います。
東戸塚地区は、駅周辺とその他のエリアでは地域特性が違うため、それぞれに応じた支援に取り組みます。駅周辺は連
合未加入のマンションが多く、地域の情報が行き渡らないなど住民同士のつながりが希薄であるのが現状です。連合未加
入マンションについては、管理組合等と新たな連携の仕組みをつくるなどして地域づくりを進めます。また、高齢化率の高
い県営団地エリアは地域活動者の高齢化や人手不足を補うべく、企業・店舗や病院、高齢施設等の社会資源を活かした
支援体制をさらに継続・発展させていきたいと考えます。企業・店舗、病院、専門学校や大学などのあるこの地域ならでは
の特性を活かし、より強い信頼関係の中で連携がとれるよう日頃からの地域課題・情報の共有を図ります。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

【相談・支援（地域ケアプラザのPR）】
「断らない相談支援」を目指しニーズの的確な把握や複合的なニーズへの対応など、幅広い相談に対応できるよ
うに、日頃から区役所や関係機関と連携を図り顔の見える関係作りを行う事で、対象者への情報提供や対応を速
やかに行います。



新型コロナ感染拡大防止のため、計画立てた事業がなかなか実践出来なかった一年でしたが、一部事業については形態
を変えながら取り組みました。
イベント事業の替わりに、小規模ではあるものの各関係者や機関等との話し合いや連絡をとる機会を持ちました。認知症
の啓発事業では、町内会長や民生委員の方々と事例を共有しながら今後の進め方を確認しました。また各地区民児協の
定例会後の情報交換会を実施したことにより、民生委員の方々が抱えるケースへの助言等支援を深めることができまし
た。
地域ケアプラザのPRについては、昨年度に作成したリーフレットを各関係機関や地域に配布して繰り返し行いました。特
に地域の相談窓口となる包括支援センター業務は広報紙をはじめタウンニュースにも掲載しアピールしました。相談件数
は昨年度比で約2割増となっており、昨年度に引き続き増加傾向にあります。今後も「断らない相談窓口」、「丁寧な対応」
を心がけ、取り組んでいきたいと思います。
コロナ禍の中、地域の方々より届く手作りマスクや励ましの声など、有難さとともに地域の皆さんに“見られている”という
認識や責任感を改めて感じた一年でもありました。

□ 区からのコメント
新型コロナウイルス感染症拡大防止にあたっては、運営方法の変更等柔軟に対応いただきました。事業の実施にあたっ
ては、少人数での実施など工夫を凝らしながら取り組んでいただきました。また、事業の組み立てが難しい中でも、地域の
方々との意見交換や情報共有の場をつくることで、地域で活動をする方々の安心感や疑問解決の一助になったと思いま
す。
地域ケアプラザの周知についても、タウンニュースを活用することで利用者以外の住民へPRするなど、積極的に進めてい
ただきました。
相談件数が増加傾向にある中でも、引き続き区専門職と情報を共有しながら、相談内容の傾向や特徴などを捉えた対応
をしていくことを期待しています。
今後もこの状況が長期化する可能性等も考慮しながら利用者等とコミュニケーションをとりながら事業の組み立てや住民
の活動の自主化の支援をしていくことを期待しています。

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

目標

令和２年度横浜市東戸塚地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

１．利用者への公正中立な情報提供
居宅介護支援事業所の紹介の際は、複数の事業者
の情報を伝え、相談者が選択でき、不利益が生じな
いよう情報提供することに努めます。
２．介護保険事業所との公正・中立な連携
公正・中立に情報提供が出来るよう、ハートページな
どを活用して、特定の事業所に情報が偏らないように
します。

相談者へ居宅介護支援事業所の紹介の際は、複数
の事業者の情報を伝え、相談者が選択でき、不利益
が生じないよう情報提供を行いました。また、ハート
ページなどを活用し、特定の事業所に情報が偏らな
いよう、公正・中立に情報を提供しました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

　関連する法律・諸規定を遵守し、社会福祉を担う職
員として、公私ともに常に良識を持った行動をとること
を心がけます。その取り組みとして、コンプライアンス
ハンドブックを全職員が携帯し、公正・中立な立場で
業務にあたります。また、法令順守のみにとどまら
ず、積極的に市民の願いや期待に応え、行動するこ
とを目指します。地域福祉の推進役として職員一人
ひとりが改革意識をもって考え、行動し、市民や関係
機関との協働のもと、地域の福祉課題の解決に取り
組みます。

全職員を対象にコンプライアンス研修を開催し、意識
啓発を行うとともに知識・認識を深めました。また、日
頃の定例会議にて、ヒヤリハットや他のケアプラザな
どの事故事例を共有し、事故の防止と意識の向上に
努めました。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

区役所、サービス提供事業所、保健・医療・福祉の関
係機関と連携を図り、生活支援コーディネーターや地
域活動交流コーディネーターとの情報共有及び協力
体制をつくり、取り組みます。

管理者 １名（常勤兼務）、保健師 １名（常勤兼務）、
主任ケアマネジャー １名（常勤兼務）、社会福祉士 ４
名（常勤兼務１名、非常勤専従３名）

居宅介護支援事業

地域に根ざした居宅介護支援をめざし、ご利用者、ご
家族と共に考え対話を大切にし、地域で安心して在
宅生活が送れるようケアプラン作成を行います。また
法令を遵守し、安定した経営を目指します。

管理者 １名(常勤兼務)、介護支援専門員 ６名(常勤
兼務１名、常勤専従１名、非常勤専従４名)

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

288 243

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

利用されるお一人おひとりの生き
方を大切にし、ご意向や状況に応
じ柔軟な対応に努め、必要なサー
ビスを提供していきます。また、ご
家族が介護疲れや介助方法につ
いて気軽に相談ができるよう、信頼
関係を大切にします。
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【実施日数】
　３５９日（12/29日～1/3までは休
業）

【提供時間】
　午前１０時１５分～午後３時２０分

【定員】
３５名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

管理者 １名(常勤兼務)、生活相談
員 ７名(常勤兼務３名、非常勤兼務
４名)、看護職員 ４名(非常勤兼務４
名)、介護職員 １５名(常勤兼務３
名、非常勤兼務１２名)、機能訓練
指導員 ４名(非常勤兼務４名)

契約
者数
等 【契約者数】　　　　125 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】　　853 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

・利用料
・食費８００円



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,842,538 16,842,538 16,942,538 △ 100,000 横浜市より

0 22,800 △ 22,800

0 0 0 930 △ 930

0 0

0 0

0 930 △ 930

2,024,500 2,024,500 2,024,500

18,867,038 0 18,867,038 16,966,268 1,900,770

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,586,000 0 11,586,000 8,862,527 2,723,473

8,000,000 8,000,000 6,899,228 1,100,772

705,000 705,000 375,241 329,759

2,783,000 2,783,000 1,510,329 1,272,671

11,000 11,000 8,057 2,943

7,000 7,000 6,750 250 ハマふれんど

80,000 80,000 62,303 17,697

0 619 △ 619

2,011,574 0 2,011,574 1,598,861 412,713

20,000 20,000 8,328 11,672

400,000 400,000 332,401 67,599

1,000 1,000 0 1,000

160,000 160,000 103,444 56,556

320,000 320,000 332,229 △ 12,229

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

67,000 67,000 34,548 32,452

0 0 0 0

18,000 18,000 8,789 9,211

5,000 5,000 484 4,516

0 0 0 0

45,000 45,000 43,260 1,740

13,000 13,000 3,630 9,370

3,000 3,000 0 3,000

959,574 959,574 731,748 227,826

564,384 0 564,384 99,082 465,302

42,777 42,777 5,467 37,310 予算：指定額

521,607 521,607 93,615 427,992

0 0

3,020,926 0 3,020,926 2,648,439 372,487

1,000,000 1,000,000 1,000,000

1,005,000 1,005,000 1,005,000

5,500 5,500 5,500

1,410,426 0 1,410,426 2,648,439 △ 1,238,013

空調衛生設備保守 350,000 350,000 350,000

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 0 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0 0

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 1,060,426 1,060,426 2,648,439 △ 1,588,013

0 0 0

0 0 0

482,777 482,777 209,588 273,189 予算：指定額

1,158,600 0 1,158,600 0 1,158,600

0 0

1,158,600 1,158,600 1,158,600

0 0

0 0

42,777 42,777 42,777

18,867,038 0 18,867,038 13,418,497 5,448,541

0 0 0 3,547,771 △ 3,547,771

0 0 0 22,800 △ 22,800

521,607 0 521,607 93,615 427,992

△ 521,607 0 △ 521,607 △ 70,815 2,295,481

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 2,943
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和2年度　「横浜市東戸塚地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）

雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,359,500 34,359,500 34,359,500 0 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

5,795,000 5,795,000 5,795,000 0 横浜市より
0 0

0 0

0 0

0 0 0 9,676 △ 9,676

0 0

0 0

0 9,676 △ 9,676

1,517,000 1,517,000 1,517,000

41,825,500 0 41,825,500 41,835,176 1,507,324

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

38,169,000 0 38,169,000 35,589,905 2,579,095
23,618,000 23,618,000 19,464,120 4,153,880
3,880,000 3,880,000 2,638,269 1,241,731
9,500,000 9,500,000 11,742,640 △ 2,242,640

35,000 35,000 41,210 △ 6,210
26,000 26,000 34,650 △ 8,650 ハマふれんど

1,110,000 1,110,000 1,666,060 △ 556,060
0 2,956 △ 2,956

1,522,685 0 1,522,685 958,627 564,058
15,000 15,000 25,323 △ 10,323

1,028,685 1,028,685 132,360 896,325
0 0 0 0

5,000 5,000 0 5,000
320,000 320,000 302,389 17,611

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
20,000 20,000 6,566 13,434
10,000 10,000 10,000
5,000 5,000 2,336 2,664

45,000 45,000 30,708 14,292
0 0 0

12,000 12,000 11,496 504
17,000 17,000 17,000

0 0 0
45,000 45,000 447,449 △ 402,449

1,203,185 0 1,203,185 920,748 282,437
630,000 630,000 441,000 189,000 予算：指定額

104,185 104,185 5,344 98,841
154,000 154,000 152,650 1,350
315,000 315,000 321,754 △ 6,754 予算：指定額

0 0
804,630 0 804,630 704,011 100,619
200,000 200,000 200,000
264,000 264,000 264,000
10,000 10,000 10,000

330,000 0 330,000 0 330,000
空調衛生設備保守 50,000 50,000 50,000
消防設備保守 0 0
電気設備保守 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 280,000 280,000 280,000

0 0

630 630 704,011 △ 703,381
126,000 126,000 55,710 70,290 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

41,825,500 0 41,825,500 38,229,001 3,596,499
0 0 0 3,606,175 △ 3,606,175 

0 0 0 0
573,185 0 573,185 479,748 93,437

△ 573,185 0 △ 573,185 △ 479,748 △ 93,437

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他 (提案時控除　法人負担分）
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和２年度　「横浜市東戸塚地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

0



令和２年４月１日～令和３年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 27,988 29,838 -1,850 81,281 84,793 -3,512 0

0 0 0 154 154 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 154 154 0 27,988 29,838 -1,850 81,281 84,793 -3,512 0 0 0

0 0 23,866 24,778 -912 52,978 58,518 -5,540 0

0 0 144 72 72 373 598 -225 0

0 154 153 1 990 1,275 -285 23,824 24,208 -384 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 154 153 1 25,000 26,125 -1,125 77,175 83,324 -6,149 0 0 0

0 0 0 0 1 -1 2,988 3,713 -725 4,106 1,469 2,637 0 0 0

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和２年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：東戸塚地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



東戸塚地域ケアプラザ　

1 りとるありんこクラブ Ｈ１３年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

子育て支援
仲間づくり
情報交換の場の提供 ３：養育者及

び乳幼児

１歳から3歳までの子どもと養育者の育児
サークル
2月月後半及び3月はコロナウイルス拡散
防止対策のため中止

12 260

2 しゅっぽっぽ Ｈ１４年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

子育て支援
仲間づくり
情報交換の場の提供 ３：養育者及

び乳幼児

品濃町・上品濃・川上町にお住まいの８ヶ
月から２歳児までの子どもと養育者の育
児サロン

8 194

3 お茶のみ会
Ｈ６
年度

１地域交流
１：優先的に取
り組み

介護予防
外出機会の創出
仲間づくり １：高齢者

茶話会・食事会・季節行事等による高齢
者の交流会

11 193

4 男の井戸端会議 Ｈ１８
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

介護予防
地域参加へのきっかけづくり
仲間づくり １：高齢者 ６０歳以上の男性を対象とした交流会 6 45

5
健康麻雀くらぶ
ゆうゆう会

Ｈ１８
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

介護予防
地域参加へのきっかけづくり
仲間づくり １：高齢者

健康麻雀教室
デイサービスでのボランティア活動

16 270

6 ひまわりの会 Ｈ１５
年度 ２包括
１：優先的に取
り組み

介護予防
仲間づくり

１：高齢者 転倒骨折予防教室のOB会 18 78

7
高齢者配食サービス
りんどう

Ｈ３
年度
７共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

高齢者の安否確認
食事の提供

１：高齢者
一人暮らし高齢者・高齢者夫婦世帯対象
の配食サービス

18 292

8
おじさんボランティア
助っ人隊

Ｈ１５
年度
７共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ボランティアグループ支援
高齢・障がい世帯支援

５：地域
ボランティア需給調整
地域ボランティア定例会への参加、アドバ
イス

9 104

9 夜間飛行 Ｈ１
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

障害者の余暇活動支援

２：障害児・
者

１８歳以上の主に知的障がい者を対象と
した青年学級
季節の行事等を通じてボランティアや仲
間同士の交流を図る

13 167

10 あったまり場 Ｈ２０
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

精神障害者活動支援

２：障害児・
者

ボランティアと協働して行うこころの病をか
かえた方のためのフリースペース

10 73

11 東戸塚ＶＥＲＹの会 Ｈ２７
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

子育てに関する情報交換
ダブルケアへの取組み

７：その他
東戸塚地域ケアプラザエリア在住のおお
むね３５歳以上の高齢初産者、高齢出産
者を対象とした会

8 113

12 ウナシー子育て隊 Ｈ２３
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

子育て支援
仲間づくり
情報交換の場の提供 ３：養育者及

び乳幼児
川上保育園の保育士による遊びの場 0 0

13 ふくしものしり大学 Ｈ１７
年度 ２包括
１：優先的に取
り組み

権利擁護啓発
専門職との連携
近隣のケアプラザとの連携
住民参加

５：地域
東戸塚駅を最寄駅とする４CPが協力し、
地域住民による寸劇、行政書士による解
説で構成した権利擁護啓発講座

8 95

14
はれやか通信
さんぽみち

H16年度
７共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ケアプラザエリア内の情報を地域住民に
向けて発信

５：地域
地域ボランティアも含む編集委員会を開
催し、各月で発行している広報紙「はれや
か通信さんぽみち」の作成および発行

6 25

15 東戸塚ボランティア連絡会 H25年度
７共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ボランティアに関する情報交換
連携強化
課題検討及び解決 ５：地域 ボランティア、地域活動者による連絡会 3 11

16 りとるありんこクラブＯＧ会 Ｈ２８
年度 １地域交流
２：発展させる
ねらい

子育て支援
仲間づくり
情報交換の場の提供 ３：養育者及

び乳幼児

１歳から3歳までの子どもと養育者の育児
サークル「りとるありんこくらぶ」OG保護者
と現役保護者の交流会

0 0

令和２年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17 ぷちだがしや楽校 Ｈ２７
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

地域交流の場
世代間交流

５：地域

地域の人が集まり交流する場。
お店を出したり、手伝いをして仮想紙幣
“ぷち”もらい、“ぷち”を使って駄菓子と交
換したり、ワークショップで体験したり、会
場内でお買いものをしたりする。

1 2

18 介護者のつどい H16年度 ２包括
１：優先的に取
り組み

介護者支援
虐待予防

５：地域 介護者のための懇談会 4 39

19 うたごえ喫茶かがやき Ｈ１９
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

介護予防
外出機会の創出
仲間づくり １：高齢者 地域ボランティアによる歌声喫茶 5 39

20 アミーコ Ｈ２４
年度　 １地域交流
１：優先的に取
り組み

子育て支援
仲間づくり
情報交換の場の提供 ３：養育者及

び乳幼児
貸館利用団体や地域ボランティア、関係
機関等との協働による子育て教室

5 117

21
シニアボランティアポイント登
録研修会

ｈ31
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

介護予防
情報交換の場の提供
ボランティア活動者を増やす １：高齢者 シニアボランティアポイント登録研修会 0 0

22 貸館団体交流会 Ｈ21
年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

福祉保健活動の推進

５：地域
ケアプラザに団体登録をして会場利用し
ている団体の交流会
館内の大掃除と交流会を実施。

3 60

23 障害普及啓発講座 Ｈ３１年度 １地域交流
１：優先的に取
り組み

障害者総合支援法について学ぶととも
に、身近な地域にある支援機関について
知り、理解を深めることで、地域における
助け合いの輪が広がるきっかけを作る。

５：地域

基幹相談支援センター職員によるひかり
の説明と戸塚区地域自立支援協議会に
よる障害者支援制度等の説明

1 26

24
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